
編集・発行＝松戸市役所広聴部広報課

〒271 松戸市根本387番地の5　0(66)1111 番

広報まつど
平成元年　　　 Ｎ０.699

２／５
毎月５ ・20日発行

三
億
八
千
八
百
六
万
円

市
消
防
局
が
昭
和
六
十
三
年
の
火
災
・
救
急
白
書

を
発
表
し
ま
し
た
。

昨
年
一
年
間
（
一
月
一
日
～
十
二
月
三
十
一
日
）

に
発
生
し
た
火
災
は
百
八
十
一
件
。
前
年
に
比
べ
る

と
六
件
（
三
・
四
％
）
の
増
で
、
お
お
よ
そ
二
日
に

一
件
の
割
合
で
火
災
が
起
き
て
い
ま
す
。

ま
た
、
救
急
車
の
出
場
（
動
）
件
数
は
八
千
八
百
五

件
で
、
一
日
平
均
二
十
四
件
。
一
時
間
に
一
回
の
割

合
で
出
場
し
ま
し
た
。

市

消
防
局
で

は
、
昭
和
六
十
三

年
中
に

市
内
で

発
生
し
た
火
災
と

救

急
車
の

出
場
（
胆

件
数
な
ど
を

取
り
ま

と
め
た

「
火
災

・
救

急
白

書
」
を
発
表
し
ま
し
た
。

白

書
に

よ
る
と
、
昨
年
市
内
で

発
生
し

た
火
災
は
百

八
十
一
件
で
、

前
年
に
比

べ
る
と
六
件
（
三
・
四

％
）

増
え
て

お
り

、
お
お
よ
そ
二

日
に

一
件
の

割
合
で
火
災

が
起
き

て
い
ま
す

。

ち よつとした不注意が火災をま ねきます

人

口
一
万

人
当
た
り
の
出

火
率

で
み

る
と
四

・
〇

件
と
な
り
、
前

年
の
三

・
八

件
（
全
国
平

均
は
四

・
八
件

、
県
内
は
四

・
六
件
）
か

ら
若
干
の
上

昇
傾

向
を
見
せ
て
い

ま
す
。

火
災
に
よ
る
損
害
額
は

、
三
億

八
千
八
百
六
万

九
千
円
に
上
り

、

前
年
に
比

べ
る
と
一
億
七
千
二
百

万

九
千
円
（
七
九
・
六
％

）
増
え

て

い
ま
す
。
圭
だ
、
火
災
に
よ
り

二
十
九
人
が
負
傷
し
、
五
人
が
亡

く
な
り
ま
し
た
。

火
災
の
種
別
て

ば
、
全
体
の
四

分
の
三

（
百
三
十
五

件
・
百
七

十

五
棟
焼
損
）
を

建
物
火
災
が
占
め
、

次
に
車
両
火
災

（
十
一
件
）
が
続

い
て
い
ま
す

。

百
七
十
五

棟
の

建
物
火
災
の
う

ち
百
三
十
四

棟
は

部
分

焼
で

済
ん

火災発生件数の推移

で
い

ま
す
が
、
こ
れ
は
市
民
の

皆

さ
ん
の

適
切
な
初
期
消
火
活
動
と

消

防
署
へ

の
早
期
通
報
に
よ
る
と

こ
ろ

が
大

き
い

と
言
え
ま
す
。

火

災

原

因

の

ト

ッ

プ

「
油

な

べ

に

火

が

入

る

」

火
災
原
因
の
ト
ッ
プ
は
コ
ン
ロ

三
十
四
件

（
一
八

・
八
％

）
で
、

そ
の
う

ち
「
油
な

べ
に
火
が
入

る
」

が
二
十
九
件
（

二
（
％

）
を
占
め
て

い
ま

す
。
次
い
で

放
火
・
放
火
の

疑
い
二

十
七

件
、
た
ば
こ
二
十
件
、

た
き
火

十
六

件
、
火
遊
び
十
二
件

と
続
い
て
い
ま
す

。

火
災

原

因

の

多
数

を

火
の

元

の

不
始
末
が
占
め
て
い
ま
す

。
火

の
元
は

消
す
ま
で
目
を
離
さ

な
い

よ

う
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

ま
た

、
実
際
に
火
災
が
起
き
た

と
き
に
正
確

な
通
報
を
す

る
た
め

に
、
電

話
機
の

前
に
自
宅
の
住
所

・
氏
名
・
目

標
を
メ
モ
し
て

お
く
、

火
の
元
に
は

消
火
器
を
用
意
し
て

お
く
な
ど
、
天

ひ
と
り
の
日

ご
ろ

の
注

意
が
被
害
を
最
小
限
に

抑
え

え
ま
す

。

救

急

出

動

レ スキュー隊出動件数(事故種別)

建物等による事故

４ｲ牛（2.0％）

市政見学会にご参加を

申し込みは団体で

昨
年
一

年
間
の
救

急
車
の
出
場

は
八
千
八
百
五
件

（
前
年
比
四
百

七

十
九
件
、
五

・
八
％

増
）
で

、
一

日

平
均
二
十
四

件
、
約
一
時
間
に

一
回
の

割
合
で
し
た

。

搬
送
さ
れ

た
人
は

八
千
五
百
二

水難 事故

１件(0.5%)

一 火　災
130件（66.0％）

機械 による事故
４ｲ牛(2.0%)

その他の事故 ・
15件（7.6％）

交通事故 ´
43件(21.8%)

マ
日

時
…
祝
日
と
年
末
年
始
か
段

く

毎
週

水

曜
日

、

午

前
九

時

（
市
役
所
正
面
玄

関
集
合
丁

午

唐

二
時
三
十
分

マ
コ

ー
ス

＝
・
市
役
所
大

健
康
増
進

セ
ン
タ
ー
～
消
防
局
～
公
設
地

方

卸
売
市
良

北
部
市
場
了

八

柱

市
民

セ
ン
タ
エ

昼

食
丁

ク

リ

ー
ン

セ
ン
タ
ー
エ

具
源
リ
サ

イ

ク
ル

セ
ン
タ
ー
～
文
化

ホ
ー

ル
（
解

芭

囲

月
か
ら
は
市
役
所
～

健
康

増

進
セ
ン

タ
ー
～
公

設
地
方
卸

売

市
場

圧

部
了

小

金
原

市
に

セ
ン

タ
上

昼
食
）
以
下

同
谷

▽
定
員
二

千

人
（
団

体
）

マ
対
象
…
町
会

・
自
治
会

・
婦
人

会

・
Ｐ
Ｔ
Ａ

な
ど
の

団
体

マ
費
用
…
無
料

マ
申
込
み
・・
・
電
話
で

広
報
課
へ

熱心に卸売市場を見学

十
一
人
で
、
市
民
五
十
三
人
に
一

人
の
割
合
で
医
療
機
関
に
運
ば
れ

て
い
ま
す
。

内
訳
を
み
る
と
、
急
病
が
最
も

多
く
四
壬

二
百
七
十
件
（
四
九
・

六
％
）
、
次
い
で
交
通
事
故
千
九

百
八
十
七
件
（
二
二
・
六
％
）
、

一
般
負
箜
に
五
十
九
件
（
二

百

）

と
い
う
順
で
し
た
。

最
近
、
救
急
車
を
必
要
と
し
な

い
よ
う
な
軽
い
ケ
ガ
や
病
気
に
も

か
か
わ
ら
予
救
急
車
を
利
用
す
る

人
が
見
受
け
ら
れ
ま
す
が
、
本
当

に
救
急
車
を
必
要
と
す
る
人
が
い

つ
で
も
利
用
で
き
る
よ
う
に
、
日

ご
ろ
か
ら
家
庭
で
で
き
る
救
急
知

識
や
応
急
手
当
て
を
身
に
つ
け
る

よ
う
に
し
た
い

も
の
で
す

。

救

助

出

動

火
災
、
あ
る
い
は
自
動

車
事
故

な
ど
で
レ
ス
キ

ュ
ー
隊
が
救
助
活

動
に
出
動
し
た

件
数
は

、
詐
言

年
間
で
百
九
十
七

件
で
し
た
。

こ
れ
は
前
年
に
比

較
す

る
と
十

九
件

（
一
〇

・
七

％
）
増
え
て
い

ま
す
。

内
容
で
は

、
火
災

酋

三

十
件
、

六
六
％

）
と
交

通
事
故

（
四

十
三

件
、
二

丁

八
％

）
が
大
部
分
を

占
め
て
い

ま
す

。

マ
詳

細
＝
・
消
防

局
救
急
陌

火
課
昔

6
3－

１
１
↓

Ｌ
内
線
２
１
４

番

手数料･使用料･各種税

昭

和

六

十

三

年

度

分

φ
市
・
県
民
税

４
固
定
資
産
税
・
都
市
計
画
税

４
軽
自
動
車
税

早
め
に
納
付
（
納
入
）

お
願
い
し
ま
す

安全・確実な

口座振替のご利用を

火
災
損
害
額
は

63年火災救急白書



広報まつど第６９９ 号

あなたの自転車が泣いています

駅
前
は
放
置
自
転
車
で
い
っ
ぱ
い

駅
周
辺
の
公
道
上
は
自
転
車
放
置
禁
止
区
域

駅周辺には放置自転車がいつばい、でもちよつとはなれた駐車場はガラガラ

市
内
の
駅
周
辺
は
、
ま
だ
ま
だ
放
置
自
転
車
で
い
っ
ば
い

で
す
。

歩
道
の
上
を
も
占
有
し
、
通
行
の
妨
げ
に
な
っ
て
い
ま
す
。

駐
車
場
は
満
杯
な
と
こ
ろ
も
あ
れ
ば
、
ま
だ
空
い
て
い
る

所
も
あ
り
ま
す
。

駅
か
ら
、
ち
よ
っ
と
離
れ
て
い
ま
す
が
、
そ
こ

を
利
用
す

る
よ
う
に
し
ま
し
よ
う
。

健
康
の
た
め
や
レ
ク
リ
エ
ー
シ

ョ
ン
な
ど
手
軽
に
利
用
さ
れ
て
い

る
自
転
車
は
、
全
国
で
五
千
八
百

万
台
を
超
え
て
い
ま
す
。

こ
れ
は
、
二
・
一
人
に
一
台
が

自
転
車
を
保
有
し
て
い
る
こ
と
に

な
り
ま
す
。

休
日
に
は
、
家
族
連
れ
て
、
サ

イ
ク
リ
ン
グ
を
楽
し
ん
で
い
る
光

景
が
よ
く
見
受
け
ら
れ
ま
す
。

自
転
車
は
手
軽
な
た
め
に
、
老

若
男
女
だ
れ
も
が
利
用
さ
れ
て
い

ま
す
。

特
に
、
こ
こ
十

数
年
く
ら
い
か

ら
通
勤
に
多
く
の
人
が
利
用

さ
れ

る
よ
う
に
な
っ
て
き
て
い
ま
す

。

し
か
し
、
通
勤
に
利
用

さ
れ
て

か
ら
は
、
市
内
の
駅
周
辺
に
は

、

放
置
自
転
車
が
多
く
な
り

、
歩
行

者
や
自
動
車
な
ど
の

通
行
の

妨
げ

に
な
る
な
ど
、
社
会
的
問
題
に

ま

で

な
っ
て
き
て
い
ま
す

。

こ
の
問
題
は
、
松
戸
市

だ
け
で

な
く
、
全
国

的
な
問
題
な
の
で
す
。

松

戸

駅

前

に

二

千

台

が

放

置

市
で

は
、
「
松
戸
市
自

転
車
の

放
置
防
止
に
関
す

る
」
条
例
を
、
昭

和
五
十
九
年
四
月
に

制
定
し

、
市

内

各
駅
周
辺
の
公

道
上
が

「
自
転

車

放
置
禁
止
区

域
」
と
指
定
し
て

自

転
車
を
放
置
し

な
い
よ
う
に
呼

び
か
け
て
い

ま
す
。

市
内
に
は
、
五
十
一

力
所
、
四

万

一
千

九

十
三

台

収

容
す

る
こ

と
が
で

き
る

駐
車
場
が
、
市
内
各

駅
周
辺
に

設

置
さ
れ
て

い
ま
す
。

利
用
の
多
い
駐

車
場
は
、
松
戸
・

馬
橋
・
新
松
戸
・
北
小

金
・
五
香
鈬

周

辺

な
ど
で

、
中
で

も
、
新
松
戸
駅
周

辺
に
は

、
十
ヵ
所
（
六
千
八
百
五
十

台
収

容
）
の
駐

車
場
が
設
け
ら
れ

て
い
ま
す

が
、
駅
に

近
い
駐
車
場

は
い
つ

も
満
杯
の

状
態
で

、
駅
周

辺
に
は

、
放
置
自
転
車
が
置
か
れ

、

人
や
車
な
ど
の

通
行
の

妨
害
と
な

っ
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
状

態
は

、
全
駅
周

辺
で
も
見
ら
元

、

特
に

、
松
戸
駅

周
辺
で
は
、
約
二
千
台
近
く
の

自

転
車
が
、
駅
近
く
に
放

置
さ
れ
て

い
ま
す
。

駅

に

近

い

人

は

な

る

べ

く

歩

い

て

市
内
各
駅
自
転
車
駐

車
状
況

実

平
成
元
年
度

市
政
モ
ニ
タ
ー
を
募
集

マ
仕
事
の
内
容
・
＝
市
政
へ
の

意

見
の
提
出
の
ほ
か
、
研
修
（
会

議
）
、
市
内
公
共
施
設
の
見
学
、

市
議
会
傍
聴
な
ど

マ
資
格
・
・
山

内

に

引

き
続

き

二

年
以
上
）
居
住
し
て

い
る

二
十

歳
以
上

の
人
で

、
本
市

の
は
か
の
制

度
の
モ

ニ
タ
ー

に
就
任
し
て
い

な
い
こ

と

マ
定
員
…
二
十
人

▽
謝
礼
＝
・
薄
謝

マ
任
期
・
＝
四
月

一
日
か
今

年

間
マ
申
込
み

…
三
月
十
日

釡

）
ま

で

に
（

ガ
キ
に
市
政
に
つ
い

て

の
簡
単
な
意
見

、
モ

ニ
タ

ー
に
応
募
し
た
動
機
と

住
所

・
氏
名
（
フ
リ
ガ
ナ

）・
年
齢

・
職

業
・
電
話
番
号
を
記
入

し
て

、
〒

二
七

一
松
戸
市
根

杢

二
八
七
の
五

松
戸
市
役
所

市
民
相

談
室
ヘ

マ
詳
細
・
こ
市
民

相
談
室

市 職 員 募 集

【〉募集職種・人員…消防職、若干名

1〉受付期間…２月６[|(月)～２月14日(火)

1〉応募方法…人事課で必要書類交付

1〉受験資格…●大学を卒業または卒業見込みの人

＝=昭和36年４月２日以降に生まれた人●短期大

学若しくは高等専門学校を卒業または卒業見込

みの人＝昭和38年４月２日以降に生まれた人●

高等学校を卒業または卒業見込みの人…昭和40

年４月２日以降に生まれた人

i〉詳細…人事課人事係

家庭用計量器無料検査

市では、ご家庭で使用している体温計・ヘル

スメーター・キッチンスケールなどの粘度確認

検査を下記の日程で行います。

期日 会　　　　場 時　間

2/犒月） 市役所計量検査室
午 企
前 午
10　S眄 覆

午30 1
後分

首

３Ｓ　除
時　　Ξ

14(火) 常盤平市民センター

15(水) 小金原市民センター

16内 新松戸市民センター

17瀏 矢　 切　 支　 所

国 保 松 戸 市 立 病 院

看護婦・パート看護助手募集

職種…①看護婦・准看護婦②

看護助手

年齢･‥①35歳まで②40歳まで

市内医療機関勤務者はご遠慮

下さい。

詳細…市立病院庶務課人事係

S63-2171 内線2513番

クリーンセンター内

温水プールが休業

クリーン セン ター 内 温水プ ー

ルは、 定期 整備 の ため ２月18 囗

(土) 力ヽ ら ３月10 日( 金) まで 休業

し ます。

【〉詳 細… クリー ンセ ン ター内 温

水プ ール登85 －7100 番

E〉詳 細 …消 背生 活課 計 量係

ユーカリ交通公園2/18 ・ 19は休園

ユーカリ交辿公園は、園内整備のため、２月18日(土)･19日(日)

は休園します。

l〉詳細…ユーカリ交通公園S41-2707 番

態
調
査
に
よ

る
と

圏
域
別
自
転
車

利
用
率
で
は

、
最
寄
り
の
駅
か
ら

約
千
五
百
μ

圏
内
が
五
八

・
二
％

と
最
も
多
く
、
次
い
で

、
千

片
圏

内
が
三
二
・
六
％
の
罔
で

白
］転
車

通
勤
を
し
て
い
ま
す

。

し
か

も
、
六
・
四
％

の
人
が
五

百

箇

内
か
ら
自
転
車
通
勤
を
し

て
い

る
こ

と
が
わ
か
り
ま
し
た
。

も
し

、
こ
の
人

た
ち
が
自
転
車

を
使
用
せ

ず
、
何
ら
か
の
形
で

通

勤
す
る
と
す
れ

ば
、
約
二
千
二

百

台
の

自
転
車
が
、
駅
周
辺
に
放
置

な
ど
さ
れ

ず
に
す
み

ま
す
。

駅
か
ら

、
五
、
六
分

離
れ
て
い

る
駐

車
場
で

は
、
ま
だ
空
い
て
い

る
所
も
あ
り
ま
す

。

駅
に
近
い
人
は
、
歩
い
て

駅
へ
、

駅
前
に
放
置
す
る
人
は
、
五
分

く

ら
い

早
く
家
を
出
て
、
ま
だ
空
い

て
い

る
駐
車
場
を
利
用
す
る
よ
う

に
し
て
下

さ
い

。

マ

詳
細
…

安
全
課
安
全
係

３
月
1
9日
㈲
は

千
葉
を
考
え
る
日
曜
日

千
葉
県
知
事
選
挙
投
票
日

任
期
満
了
に
よ

る
千

葉
県
知
事

選
挙
が
、
三
月
十
九
日

百

）
に

執

行
さ
れ
ま
す

。

投

票

日

時

三
月
十
九
日
百

羊

前
七
時
～

午
後
六
時

投

票

で

き

る

人

昭
和
四
十
四
年
三
月
二
十
日

ま

で

に
生
ま
れ
、
昭
和
六
十
三

年
十

一
月
二
十
六
日
ま
で
に

転
入

届
を

し
、
引
き

続
き
居
住
し
て

い
る
人
。

松
戸
市
の
選
挙
人
名

簿
に

登
録

さ
れ
て
い

る
人
で

、
県
内
へ

転
出

（
転
出
は
県
内
一
回
か

ぎ
り

）
し

た
人

は
、
新
住
所
地
の
市
町

村
長

の

発
行
す
る
「
居
住
証
明

書
」
を

提
示
し

、
今
ま
で
の
投
票

所
で
投

票
で

き
ま
す
。

不
在
者
投
票

投
票
日
に
会
社
の
出
張
・
出
産

予
定
・
旅
行
な
ど
や
廿
を
得
な
い

事
情
の
た
め
、
投
票
日
当
日
、
投

票
で
き
な
い
人
は
、
不
在
者
投
票

を
し
て
下
さ
い
。

マ
投
票
期
間
…
二
月
二
十
七
日

育

了

三
月
十
八
日

壬

）

マ
投
票
時
間
＝
牛

前
八
時
三
十
分

～
午
後
五
時

※
土
・
日
顫
日
、
祝
日
も
行

っ
て

い

ま
す
。

マ
投
票
場
所
・
＝
市
役
所
本
館
二
階

大
会
議
室

り
支
所
で

は
不
在
者
投
票
は
で
き

ま
せ
ん
。

郵

便

投

票

身
体
障
害
者
手
帳
・
戦
傷
病
者

手
帳
の

交
付
を
受
け
、
身
体
に
重

度
の
障
害
が
あ
る
人
は
、
郵
便
に

よ
る
不
在
者
投
票
が
で
き
ま
す
。

こ
の
場
合
、
選
挙
管
理
委
員
会

に
、
郵
便
投
票
証
明
書
の
交
付
申

請
が
必
要
で
す
。

マ
投
票
の
方
法
…
投
票
用
紙
と
投

票
用
封
筒
倥
ｍ
求
す
る
た
め
の

請
求
書
に
署
名
し
、
郵
便
投
票

証
明
書
と
と
も
に
請
求
し
て
下

さ
い
（
す
で
に
郵
便
投
票
証
明

書
の
交
付
を
受
け
て
い
る
人
に

は
事
前
に
お
送
り
し
ま
言

マ
請
求
期
限
：
投
票
口
の
四
日
前

〔
三
月
十
五
囗
（
水
）
】
ま
で

マ
詳
細
・・・
選
挙
管
理
委
員
会

児童手当
2月期分を支給します 受け取りは2月10日から

受
給
資
格
要
件
…
第
二
子
分
お

よ

び
第
三
子
分
以

降
と
も
に

五

十
七

年
四

月
二
日

以
降
生
ま
れ

の
児

童
を
含
む
二
人
以
上
の

児

童
を

養
育
し
て
い

る
人
に

二
月

期
分

宇

月
上

月
分
）
．を
受

給

者
の

指
定
銀
行
口
座
に

振
り

込
み
ま
す
（
現
況
届
を
提
出
し
、

引
き

続
き

受
給
資
格
が
あ
る
と

認
め
ら

れ
た
人

、
お
よ
び
昭
和

六
十
三

年
六

月
以

降
の
認
定
者

に

限
り

ま
す
）

ま
だ
現
況

届
を
出
し
て

い
な
い

人

は
、
至

急
援
護
課
に
提
出
し

て
下

さ
い
（
提
出
さ
れ
な
い
と

、

手
当
が
支
給
さ
れ
ま
せ
ん
）

児

童

手

当
（

特

例

給

付

）

の

申

請

・
受
給
資
格
…

第
二
子
分
お
よ

び

第
三
子
分

以

降
と
も
に

五
十
七

年
四
月
二

日
以

降
生
ま
れ
の

汨

莖
を

含
廿

二
人
以
上
の
児

童
を

養

育
し
て

い
る
こ
と
（
た
だ
し

、

前
年
の

収
入

が
一
定
額
以

上
の

人

は
、

受
け

る
こ
と

が
で

き
ま

せ
ん
）

手
当
月
額
＝
・
第
二
子

分
厂
二
千

五
百
円
、
第
三
子
以

降
分
＝

五

千
円

手
続
き
に
必

要
な
も
の
二
・
印
鑑

・
請
求

者
が
加
入
し
て

い
る
年

金
の
記
号
番

号
と
加
入

年
月
日

・
請
求

者
名
義
の

市
内
金
融
機

関

（
通
帳
表
面

を
コ
ピ
ー
し
た

も
の
）
　・
そ
の

他
特
別
の
場
合

に
は
添
付

書
類
が
必
要
で

す
。

受
付
窓
口
＝
瘋

護
課
・
市
民
課

・

各
支
所

詳
細
・
：
援
護

課
援
護
係

昭 和63年度児奎手当( 特例給付) 所得制限表 ③　 控　　　除　　　 額　　　 表

①　 国民年 金また

は 未加入 の人

② 厚 生 年 金 等

に 加 入 の 人
項　　　 目

各 控除 川牛

に　 つ　 き

扶養

人数

所得 控除 後

の　 金　 額

扶養

人数

所 得控除後

の　 金　 額

障 害・老年者・寡 婦

寡夫 ・勤労学生
250,000円

３人 2,324,000 円 ３人 4,325,000 円 特別障害者 330,000円

４人 2,624,000 円 ４人 4,625,000 円 老人 扶養親族 60,000円

５人 2,924,000 円 ５人 4,925,000 円
雑損・医療費

小 規模共済等掛金 控除

当 該控除 額

の　 総　 額
以下 つ人烟 すごと に300,000 円 加算

①と②の制限 額の差は、会社で児童手当の補助金を負担しているためです。



平成元年２月５日広報まつど

松
戸
市
で
は
、
浸
水
被
害
を
解
消
す
る
た
め
「
松
戸
市
盛
土
事
業
規
制
要

綱
」
を
制
定
し
て
い
ま
す
。

市
が
指
定
す
る
盛
土
規
制
区
域
は
八
ヵ
所
、
こ
の
区
域
内
で
、
盛
土
や
埋

め
立
て
を
す
る
時
は
、
あ
ら
か
じ
め
市
と
協
議
を
し
て
い
た
だ
か
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
。

土
地
は
、
本
来
保
水
機

能
を

持

っ
て

い
ま
す
が
、
埋
立
て
や

盛
土

盛土事業規制区域図

に
よ
り
高
く
な
る
に
つ
れ
て
機
能

は
低
下
し
、
そ
の
分
の
水
量
は
周

平 成 元 年 度

市 ・県 民 税 の 申 告

受 け 付 け は ２月16 日 か ら

平成元年度市･県民税の申告受け付けが､２月16日(木)

から市役所と各支所の窓口で始まります。

申告には、収入の分かるものや領収書、証明書などと

印鑑が必要です。

C〉受付日時…２月16日(木)から３月15日(水)までの日曜

日を除く、午前８時30分から午後５時( 土曜日は午後

Ｏ時30分) まで

冫受付場所…市役所本館２階大会議室または各支所窓口

※郵送による申告も取り扱っています。

※申告期間中は駐車場が大変混雑しますので、車での来

庁はご遠慮下さい。

※３月になりますと大変混雑しますので、なるべく早め

に申告下さるようお願いします。

i〉詳細…市民柤課市民柤第１・２係

辺
の
住
居
等
に
流
入
し
て
浸

水
被

害
の
原
因
の
一
つ
に
な
り
ま

す
。

償却資産の申告はお済みですか

償去り資産申告期限の１月31囗が過ぎました。

まだ、申告をしていない人(ｲ固人・法人)は、大至急市

役所資産棍課へ申告して下さい。

正当な事由がなく、申告しない場合や虚偽の申告をし

ますと、過料などを科されるほか不利益な扱いを受ける

ことがありますのでご注意下さい。

E〉詳細…資産税課償却資産係

２月は特別土地保有税(取得分)

の申告納付月です

そ
こ
で
市
は

、
埋
立
て

盛
土
に

つ
い
て
必
要

な
規
制
か
ず

る
こ

と

で
、
住

居
等
に

対
す
る
浸
水
被
害

の
防
塔

に辟
減

を
図

る
た
め
に
「
松

戸
市
盛
土

事
業
規
制
要

綱
」（
昭
和

六
十
二

年
四
月

一
日

）
を
制
定
し
、

市
が

指
定
す

る
区

域
で

埋
立
て
や

盛
土
を
し
よ

う
と
す
る
人
に

、
あ

ら
か
じ
め
埋

立
て

や
盛
土
の

高
さ
、

土
砂
の
流
出

防
止
対
策
な
ど
に
つ

い
て
、
市
と

協
議
を
し
て
い

た
だ

い
て
い
ま
す
（
た
だ
し
、
住
居
等
の

建
築
を
目
的

と
し
て

行
う
埋
立
て

や
盛
土
に
つ
い
て

は
適
用

さ
れ
ま

せ
ん
）
。
市
内
の

浸
水
被
害
の

防
止

と
軽
減
の
た

め
に

、
市
民
の

皆
さ

ん
の

ご
協
力

を
お
願
い
し

ま
す
。

マ
詳
細
：

土

木
部
管
理

課
業
務
係

盛 土 事 業 規 制 地 区

＼ 大　 字 字

１ 根 木 内 霜田 、新宿下、北の台、 代城、葉中

２ 中 和 廡 稲 荷下沖、稲荷下、 荒井 提東

３
松 飛 台 中 関

串 畸新田 上関

４．

小 金飛地 細沼

馬　　 橋 相坪、 広手

栄　　 咫 一 丁目 ～八丁目 、西一 丁目 ～西五丁目

古 ヶ 崎
稲 荷前、三枚田、供養 塚、 松戸 分、甚兵衛沼 、庚塚

曽 根裏、堤添、一丁目 ～四 丁目

５

小　　 山 霓 際、外畑、西田

上 矢 切
神 明脇、神明前、寺後、 菰田 、鎌田、杉山、 川端道

芝原、 勢至下、古川、 草生、沼 淵、屋敷添

６

日　　 暮 前、宮 ノ下、川間、はぬき まえ

河 原 塚 橋戸、 高田、初崎、庚申 前

和名ヶ 谷 関 場、久保田、Ξ ノ下、 和田 、柬下

大　　 橋
松 木下、土橋下、坂下、 前田 、寺之下、辺田 ノ下、

国 分境

紙　　 敷 初 詒、 下ノ宮、山ノ下、土 橋、妙見下

秋　　 山 弁 天、北井戸、北

フ 日　　 暮 山 ノ下、ぶたい

８ 紙　　 敷 新橋

確
定
申
告
は
お
早
め
に

確
定
申
告
の

時
期

〔
二
月
十
六

貝

木
了

三
月
十
五
日
（
水
）
〕
が

近
づ
い
て

き
ま
し
た
。

三
月
に
な
る
と
税
務
署
は
、
大

【〉対象…昭和63年１月１日から12月31日までの間に、市

内の土地を5,000 平方メートル以上取得された個人ま

たは法人

i〉税額…土地取得価額に３％を乗じた額から、不動産取

得税相当額を控除した額

E〉申告納付期限…平成元年２月28囗(火)

[〉詳細…税制課諸税係

も

れ

な

く

正

し

い

確

定

申

告

を

高
額
医
療
費
・
住
宅
取
得
特
別
控
除
な
ど

変
混

雑
し

ま
す
。
還
付
申

告
を
す

る
人
は

早
め
に
申
告
し
て
下
さ
い

。

サ
ラ
リ

ー
マ
ン
で

も
十
万
円
を

超
え

る
医
療

費
の

自
己

負
担
を
し

た
場
合
や

住
宅
を
取
得
・
増
改
築

（
二
百
万
円
超

）
し

た
場
合
は
、

申
告
に
よ

っ
て
源
泉
徴

収
さ
れ
た

所
得
税
が
戻
る
場
合

が
あ
り

ま
す
。

申
　

告
　

に
必

要

な

書

類

一
医
療
費

控
除
を
受
け

る
人

罔
医
療

費
の

領
収
書

㈱
源

泉
徴
収
票

二

住
宅
取

得
等
特
別
控
除
を
受
け

る
人

罔
家
屋
の

登
記
簿
謄
本

㈹

売
買
契

約
書
ま
た
は
請
負
契

約
書
の
写
し

回
増
改

築
等
工

事
証
明
書

罔
住
宅
取

得
資
金
等
に
か
か
わ

る
借
入

金
の

年
末
残
高
証
明

書
圉
住
民
票
の

写
し

罔
源
泉
徴
収
票

斑
提
出
し
て
い

た
だ
い
た
書
類
は

お
返
し
で
き

ま
せ
ん
。

還

付

金

の

受

け

取

り

還
付
金
の

受
け

取
り
は

、
便
利

な
口
座
振
り
込
み

を
ご
利
用
下

さ

丶

○

レ
ま
振
り
込
み

先
の
口

座
は

、
申
告

書
に
記
載
し

た
住
所
・
氏

名
と

同
じ
も
の
に
嬰

鉗

釡

す

。
な

お
、
郵
便
局
に
は
振
り
込
み
で

税務署出張相談

会　　　 場 期　　　　　　　　日 眄　　 問

常 盤平 市民センター 3/1  (:水)・２困 ・３愬 ９ 二30～12:00

13:00 ～15:30新松戸 市民センター 2/22C水)・23休)

伊 勢 丹 松 戸 店 2/7( 火) １０１３ 00～12
00～15

00
30

東京地方税理士会無料申告相談

き

ま
せ
ん
。

出

張

相

談

無

料

申

告

相

談

左
記
の
日

程
で

出
張
相
談
と
無

料
申
告
相

談
を
行
い

ま
す
。

※
譲
渡

所
得
と
贈
与
税
の

相
談
は

行
い
ま
せ
ん

。

マ

詳
細
・：
松
戸
税

務
署
四
6
3－

１

１
７
１

番

会　　　 場 期　　　　　　　　日 時　　 間

税 理 士 会 松 戸 支 部 2/20～3/15( 土 ・日曜を除く)

9:30 ～12:00

13:00 ～15:30

小 金 原 体 育 館 2/21C火)・22(水)

小 金 市 民 セ ン タ ー 2/23内

常盤平市民センタ ー 2/28C火)・3/  7 (火)・８圉

新松戸市民センタ ー 2/28C火)・3/1 削 ・２(木)・３困

?1ﾓ常盤平市民センタ ーの３月 フ日 ・８日 については別 館で行い ます。

文
化

ホ
ー
ル
ギ
ャ
ラ
リ

ー

２月

参
明

る
い
選
挙
習
字
作
品
展
…
五
日
ま
で

４

松
戸
市
児
童
生
徒
観
光
絵
画
展
＝
・
五
日
ま
で

参

子
ど
も
県
展
松
戸
地
区
入
選
作
品
展
＝
＜

日
～

十
二
日

参

メ
イ
ビ
式
編
物
グ
ル
ー
プ
展
・
＝
十
六
囗

ｙ一
面

館
時
間
は
月
曜

・
祝
日

卆
除

く
毎
日

午
前
十
時
～
午
燃
（

時
、

初
日

お
よ
び
最
終
日
に
は

変
更
も
あ
り
ま
す

。

（
文
化

ホ
ー
ル

昔
6
7－
7
8
1
0

番
）

映
画
と
人
形
劇
お
は
な
し
キ
ャ
ラ
バ
ン

（
入
場
無
料
・
三
～
九
歳
く
ら
い
が
対

象
）

テ
レ
ホ
ン
サ
ー

ビ
ス
「
で

ん
わ
お
は

な
し

キ
ャ

ラ
バ
ン

」

Ｓ
6
3－

９
９
９
９
番

十
七
日

十
六
日

十
五
日

十
日

九
日

二
月
　

八
日

期
　
　

日

馬

橋

市

民

セ

ン

タ

ー

小
金
原
市
民
セ
ン

タ
ー

図
　

書
　

館
　

本
　

館

松
飛
台
市
［
氏
セ
ン

タ
ー

新
松
戸
市
民
セ
ン

タ
ー

図
　

晝
　

館
　

本
　

館

会
　
　
　

場

午

後

三

時

～

四

時

午

後
三
時
上

二
時
三
十

分

午

後

三

時

～

四

時

午

後
三
時
止

二
時
三
十

分

時
　
　
　
　

間

ぶ
定
員
に

な
っ
た
場
合
は
、
入
場
を
お
断
り
し
ま
す
。

マ

詳
細
＝
市

立
図
書
館
四
6
5－
5
1
1
5

番

金融機関は全土曜日休業療　育　 相　 談

今月からすべての金融機関(普

辿銀行･信用金庫･農業|泓同組合

･労働金庫･郵便局など) が完全

週休２日制を実施しています。

全土曜日が休業となりました

ので、市税などを納める場合は

ご注意下さい。

・ 市庁舎内の千葉銀行出張所と

常盤平支所内の千葉銀行派出

所も休業となります。

[〉詳細…財政課

【〉日 時… ２ 月 ９日(木) 午 後１ 時

～１時30 分の 間に受 け 付け

【〉会 場… 松 戸保 健所

【〉対 象… 生 後 ５ヵ 月以 上 で、 殷

関 節 脱臼 検診 末受 診の 人や 整

形外科 的 な心配 の ある18 歳 未

満 の 人

※乳 幼 児の い る人 は母子 手帳 を

必ずお 持 ち下 さい。

|≫詳 細… 松 戸保 健所 保健指 導 課

a61 一2121 番

国
の
機
関
は
第
二
・
四
土
曜
日
休
み
で
す

税
指定区域での埋立て盛土は

市と事前協議を



皿 まつどＯ）広報まつど

市
民
の
ふ
れ
あ
い
の
場
と
し
て
親
し
ま
れ
て
い
る
市
民
セ
ン
タ
ー
は
、
現
在

市
内
十
六
ヵ
所
に

あ
り
ま
す
。

ホ
ー
ル
な
ど
は
、
た
く
さ
ん
の
人
に
利
用
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
時
間
帯
や
部

屋
に
よ
っ
て
は
、

ま
だ
ま
だ
利
用
で
き
る
余
地
が
あ
り
ま
す
。

身
近
な
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
場
と
し
て
、
も
っ
と
た
く
さ
ん
の
人
に
使

っ
て
も
ら
え
る
よ

う
、
今
回
は
市
民
セ
ン
タ
ー
を
特
集
し
ま
し
た
。

皆
さ
ん
の

お
近
く
に
あ
る
市
民
セ
ン

タ
ー
を
、
ぜ
ひ
ご
利
用
下
さ
い
。

利
用
は
い
ろ
い
ろ

皆
さ
ん
の
お
近
く
で

市

内

各

地

に

十

六

ヵ

所

市
民
セ
ン

タ
ー
は

、
市

民
の
生

活
の
向
上
と
福

祉
の
増

進
お
よ
び

社
会
教
育
を
振
興
し

、
市

民
の
連

帯
意
識
を
高
め

、
健
全
で

文
化
的

な
近
隣
社
会

を
つ
く

る
た
め

に
建

設
さ
れ
た
も
の
で
す

。

昭
和
四
十
七

年
五
月
二

十
五
日

に
開
所
さ
れ
た
常
盤
平
市
民

セ
ン

タ
ー
か

ら

昨

年

オ

ー
プ
ン

し

た

八
柱
市
民
セ
ン

タ
ー

。ま
で

、
現
在

市
内
に
は

、
十
六
の

市
民
セ
ン
タ

ー
が
あ
り

ま
す

。

そ
の
う
ち
常
盤
平

・
六
実
・
稔

台
の
三
つ
の
市
民

セ
ン
タ
ー
に
は
、

別
館
も
あ
り
ま
す
。

部
屋
に
よ
り

利
用
は
さ
ま
ざ
ま

ながいき室について市民 セン ターに は 、なが い き室

とい う部 屋が あ り ます。

こ こは 、市 内 に住 む60 歳以上 の

人 なら だれ でも､午 前9 時か ら午 後

５時 の問 は無 料で 自山 に使 え ます。

将 棋や 囲 碁、茶 飲 み友達 との談

話 な どに もお使 い下 さい。

また 、浴 室の 付いて い るな がい

き 室もあ り ますO

E〉利 用方 法… 各 市民 セン ター で利

用 証 を発行 して い ますの で 窓口

へ 巾し 出て 下 さい。

各
市
民

セ
ン
タ
ー
に
は
、
ホ

ー

ル

入

譲

室
・
和
室
・
茶
室
・
料

理

教
室
・
な
が
い
皇

子

和
室
兼

茶

室
な
ど
、
そ
の
利
用
目
的
に
よ

り
、
い
ろ
い
ろ

な
部
屋

が
用

意
さ

れ
て
い
ま
す
。

利
用

者
も
昭
和
五
十
二
年
度
に

は

、
七
ヵ
所
で

延

べ
四
十
二
万

九

千
六
百
二
十

五
人
で

し
た
が
、
十

年
後
の
昭
型
（

十
二
年
度
に
は
、

十
五
ヵ
所
で

延

べ
百
万
九
千
百
四

十
八
入
も
の
利
用
者
を
数
え

、
二

・
三
倍
に
も
な
り
圭
し
た
。

利

用

は
催

し

も

の

が

一

番

利
用
目
的
二

番

多
い
の

が
、

ダ
ン
ス
な
ど
の
催
し
も
の
で

、
一

万

八
千
百
五
十
件
で
三
十
八
万
七

千
九
百
十
人
が
利
用
し
ま
し

た
。

続
い
て

禺

謡
な
ど
各
種
教
室
で

、

一
万
一
千
二
百
七
十
九
件
で
二

十

内案設施

二
万

五
千
百
人
と
な

っ
て
い
ま
す

。

窖

回

生

な
利
用
目
的
に
つ
い

て
は

、
別
表
Ｉ
の
と

お
り
で
す

が
、

定
員
や

部
屋
に
つ
い
て

は
、
各
市

民
セ
ン

タ
ー
の
規
役
に
よ

り
、
多

少
異
な
り
ま
す
。

ま
た
利
用
目
的
に
つ

い
て

も
、

販

売
行
為
以
外
は
、
ち
ょ
っ
と
し

た

打
ち
合
わ
せ
や
講
演
会
な
ど
、

さ
ま
ざ
ま
な
利
用
が
で

き
ま
す
の

で

各
市
民
セ
ン
タ
ー
の
窓
口
に
、

お
気
軽
に

お
尋
ね
下

さ
い
。

別表Ｉ

部 屋 名 定員(人) 主 な 利 用 目 的

ホ　 ー　 ル
100～190

程度

多人 数の会議 ・ダン スの

練習など

会　 議　 室 30～60 会議・読書会など

和　　　 室 13～60
会議・民謡 ・お花 ・習 字

など

茶　　　 室 10～20 お 茶 一会議など

料 理 教 室 枋～25 主 に料理教室

などいき 室 35～60 会議・民謡など

和室兼茶室 38～45 会議・民 謡 ・お茶など

利
用
す
る
に
は

ど

う

す

る

の

？

夜

九

時

ま

で

使

え

ま

す

市
民
セ
ン
タ

ー
は
、
午
前

九
時

か
ら
午
後
九
時
ま
で
使
う
こ
と

が

で

き
ま
す
。

使
用
料
金
に
つ
い
て

は

、
別

表

Ｈ
の
と
お
り
昼
間
と
夜
間
に
区

別

し
、
一
時
間

ご
と
の
料
金
計

算
方

法
で

貸
し

出
し
て
い
ま
す
。

そ
の
ほ
か
マ
ノ
ク

ー
ス

ピ
ー
力

１
・
ア
ン

プ

ー
ピ
ア
ノ

な
ど
の

音

響
備
品
も
併
せ
て

貸
し
出
し
て

い

ま
す
。

な
お
、
使
用
時
間
に
は

準
備
や

後
片
づ
け
の
時

間
を

含
ん
で

い
ま

新

松

戸
福
岡
　

幸
子
さ
ん

?EI定員や部屋は各市民 センタ ーにより 異なり ます。

有
効
に
利
用
を

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の

場
と
し
て

す
。休

館
日

は
、
毎
週
月
曜
日
（
馬

橋
柬
・
小
金
北
・
松
飛
台
・
二
十

世

紀
が
丘
・
八
柱
市
民
セ
ン
タ
ー

に
つ
い
て

は
木
曜
囗
）
と
十
二
月

二

十
九
日

か
ら
翌
一
月
三
日
ま
で

と

な
っ
て

い
ま
す
。

使

用

申

請

は
直

接

窓

口

へ

使
用
申
請
は
、
使
用
す
る
日
の

三

ヵ
月
前
（
営
利
目
的
の
使
用
は

二
ヵ

月
前
）
か
ら
す
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。

午
前
九
時
か
ら
午
後
五
時
ま
で

の

間
に
、
直
接
使
用
す
る
市
民
セ

昭
和
五
十
九
年
か
ら
リ

ズ
ム
体
操
の

教
室
が
開
か

れ
て

い
る
新
松
戸
市
民
セ
ン

タ
ー
に

、
週
に
一
度
通

っ
て

い
ま
す
。

家
か
ら
歩
け
る
近

さ
に

あ
る
し

、
清
掃
が
行
き
届

い
て

い
て

、
と
て
も
気
持

ち
が
い
い
で

す
ね
。

ホ
ー
ル
は
特
に
日
当
た
り

が
良
く
、五

丈

ほ

ど
メ

ン
バ
ー
が
集
ま
る
ん
で
す

が
、
み
ん

な
で

動
き
回
っ

て

も
十
分
な
広
さ
で
す
。

こ
こ
で

知
り
合

い
に
な
っ
た
人
も

、
た
く

さ
ん
い

る
ん
で

す
よ
。

ほ

か
に
も
、
い
ろ
ん
な
部
屋

が
あ

る
し

、
地
域

活

動
の

中
心
と
し
て

大
切
な
と
こ
ろ
で
す
。

ン

タ
ー
の

窓
口
に
印
鑑
を
持

っ
て

来
所
し

、
所
定
の
申
請
書
で

申
し

込

ん
で
下

さ
い

亀

話
や
郵

便
に

よ
る
申
請
は
、
受
け
付
け
で
き

ま

せ

ん
）
。

使
用
の

許
可

は
申
請
順
と
な
り

、

使
用

許
可

譖
は

使
用
料
金
を
納
入

し

た
時
に
渡
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
使
用

許
可

書
は
使
用
当

日
に

持
参
し
て
下

さ
い
。

市民センター使用料金表
別表II

部屋名 面　 積

(ぽ)

単位

(時間)

昼　 間

午前９時～

午後５時

夜　 間

午後５時～

午後９時

ホ ー ル 150以上 １ 650　円 850　円

会 議 室

100以上

50以上～100未満

50 未満

１

１

１

300

250

200

400

350

300

和　　 室
50以上～100未満

50 未満

１

１

200

150

250

200

茶　　 室
30以上～50 未満

30 未満

１

１

250

200

350

250

料 理 教室
50以上～10誅 満

50 未満

１

１

400

350

600

550

ながいき室 - １ - 300

和室兼茶室 50以上～100 未満 １ 200 250

ご
利
用
下
さ
い

皆
さ
ん
の
施
設
で
す

各

部

屋

は

ま

だ

ま

だ

空

い

て

い

ま

す

「
市
民
セ
ン
タ
ー
は
、
込
ん
で
い

る
か
ら
申
し
込
ん
で

も
無
駄
」

と

思
っ
て
い

る
人

が
多
い
よ

う
で

す
。

し
か
し
、
昭
和
六
十
二

年
度
の

市
民
セ
ン

タ
ー
の

時
間
別
の

利
用

率
を
見

る
と

、
平
均
で
四
〇
％

を

下

回

っ
て
い

る
の

が
現
状
で

す
。

皆

さ
ん

が
込
ん
で
い

る
と
思
わ

れ
て
い
る
の
は

、
ホ
ー
ル
の

利
用

の
こ
と
だ
と
思
わ

れ
ま
す
。

ホ
ー
ル
は

、
多
人

数
の

団
体
が

計
ｍ

的
に
使
用
す

る
場
合
が
多
く
、

早
く
か
ら
日
程

が
入

っ
て
い

る
こ

と

が
多
い
の
で
す

。

数
台
分
し
か

あ
り
ま
せ
ん

。

な
る

べ
く

徒
歩
か
自
転
車
な

ど
を

ご
利
用
下

さ
る
よ
う
お
願

い
し
ま
す
。

詳
細
・
＝
地
域

振
興
課
施
設
係

特
に
、
午
前
十
時
～
正
午
、
午

竺

時
上

二
時
、
午
後
七
時
以
降

の

ホ
ー
ル

の
利
用
率
は
九
〇
％
を

超
え
て
い

ま
す
。

今
の
と
こ
ろ
、
ど
の
市

民
セ
ン

タ
ー
と
も
一
日
中
フ
ル
に

使
わ
れ

て
い

る
と
い

う
所
は
あ
り
ま
せ
ん

特
に

、
午
前
九
時
か
ら
十
時
ま

で
と

、
午
後
三
時
か
ら
七
時
ま
で

の
間
の
利
用

率
は
四
〇
％

を
下
回

っ
て
い
ま

す
。

利

用
時
間
を
工
夫
し
て

、
皆
さ

ん
の

施
設
で

あ
る
市
民
セ
ン

タ
ー

を
有
効
に
活
用
し
、
広
く
コ
ミ

ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
蝪
と
し
て
利
用

下

さ
い

。

※
市
民

セ
ン
タ
ー
の

駐
車
場
は
、

婦 人 就 業 技 術 講 習 会

市　民　 大　学　 講　座

テーマ 子どもとまちづくり 現代とマスコミ

講　師
干葉大学助教授

中　村　　　 攻氏

東京大学新聞研究所教授

竹　内　蝠　郎氏

時　間 午前10眄～正午

期　日 2/21～3/7 の各火曜日 2/15～3/1 の各水曜日

定　員 先着100 人

会　場 勤　労　会　館

市立保育所臨時保母募集

職種…代替保母（保母有資格

者）

勤務時間…午前８時30分～午

後５時（土曜日は午後Ｏ時30

分まで）

採用…名簿登録をして、住所

地近くの保育所に必要が生じ

た場合に勤務

詳細…保育所課保育指導係

針きゅう・マッサ ージ施術奉仕千葉県

屋外広告物講習会

こ れか ら千 葉県 内で 屋 外広告

業 を営 もう とする 人や 現に営 ん

で いる 人で 、講習 会修 了者 等 を

設置 して いな い 人は受 講して 下

さい。

E〉日 時 …3 月２日( 木)～ ３ 日(金)

じ〉会 場…県職 員会館302･303 号 室

r〉申込 み … ２月 ６日( 木) ～15 日

( 金)に 千葉 県都 市部 都 市整備

課 公 園計 画係( 千葉 市 市場町

1－1登0472-23-3219 番) へ

c〉詳 細… 建 築指 導課 庶務 係

全 障 研 講 習 会

1〉日 時… ２月19 凵(日)午 後１時

～ ３時30 分

じ〉会 場… 婦 人会 館

に〉内容…講演｢障害児と音楽｣

講師 ・峯 陽氏

E〉詳 細… 障害 者問 題 研究 会松 戸

サー クル ・ 金田Q45-9380 番

科　　目 内　　 容 対　 象 期　　　　 日 定員

経 理 事 務
商 業 簿 記

３ 級 程 度

初 心 者

４月(月卜6/2 宙の 週３日( 月･

水・金曜日 、 計21回)

各

20

人

販 売 事 務
販　 売　 士

３ 級 程 度

４帽 く火卜6/27( 火)の 週２日( 火･

金曜日 、計21回)

ワード ・

プロ セッサ ー

基 礎 か ら

３ 級 程 度

〈１ 次〉

4/101月)～6/26(月)の週２回( 月･

木曜日 、 計21回)

〈２ 次〉

4/11(火)～6/27(火)の週２ 回(火･

金曜日、 計21回)

縫 製 動 力

ミ　 シ　 ン

ス カ ー ト

ブ ラ ウ ス

ジャケット

多 少経験

のある 人

4/170 ～7/4( 火)の 週２ 回(月･

火･ 木･金曜日、 訃42回)

ａ申込み…電話かハガキで〒271 松戸市根本387-5 松戸市役所

社会教肯課へ

c〉詳細･‥社会教育課成人教育係

障害者に理解を

心のふれあいを大切に

【〉日 時… ２月26 日( 日)午前 ９時

30分 ～午 後31 時

D〉会 場… 総 合福 祉会 館内 身体 障

害者 福祉 セン ター

l〉費 用… 無 料

ａ 申 込 み…2 月15 日( 水) まで に、

往 復ハガ キに 住所 ・氏 名・ 年

齢・ 電話 番号 ・希望 施 術 名を

明 記して 、〒271 松戸 市上 矢

切299-1 総合 福祉 会館 内 身体

障害 者福 祉セ ン ターへ

r〉詳細 …松 戸市 視覚 障 害者 協会

・ 佐 介S87-3429 番

市 役 所 に は電 車 や バ ス で

２月、３月は駐車場が､ 大変混

雑しますので、ご協力をお願い

します。

l〉申 込み… ２月20 日口｣) ～23[|

(木) の問 に 、本 人が|ﾐ|]鑑 と八

ガ キを持 参 して μ接 婦 人就 業

援 助セ ン ター( 千 葉市千 葉 港

４ － ３干 葉県 経営 者会 館３階

S0472-47-8541#) へ

D〉時 間… 午 前10 時～ 午 後4 1115

[〉会 場… 婦 人就 業援 助 セン ター

【〉対 象… 技術 を身につ け て 就業

するこ とを希望 し てい る婦 人

【〉費 用 …無 判て 教材 費は 自己 負

担 】

市民センタ ー名 所　　　在　　　地 電話番号

常盤 平 市民 セン タ ー
①

常盤平市民センター別館

常盤平３丁目30番地

常盤平３丁目27番地の２
(Ｂフ)２５２９

稔台市民センター

稔台市民センター別館

稔台100番他の１

同　上
(67)6420

③東 部 市 民 セ ン タ ー 高塚新田494番地の９ (91)3701

④小 金原 市民 セン タ ー 小金原６丁目６番地の２ (44)8268

⑥馬 橋 市 民 セ ン タ ー 西馬橋蔵元町1ﾌﾌ番地 (42)9690

⑥古ヶ 畸市民 セン タ ー 古ヶ綺４丁目3490番地 (６７)フフ００

⑦五 香 市 民 セ ン タ ー 五香六実93番地の33 (86)8300

⑧小 金 市 民 セ ン タ ー 小金きよしヶ丘３丁目1番地の1 (43)8641

⑨明 市 民 セ ン タ ー 上本郷26ﾌ6番地の６ (68)6700

六実市民センター

六実市民センター別館 六高台３丁目ﾌ1番地

六高台３丁目70番地の１
(８５)０１１６

⑩新松 戸市 民 セン タ ー 新松戸３丁目27番地 (43)6500

⑩馬 橋東 市民 セン タ ー 馬橋1854番地の３ (４６)２０５５

⑩小 金北 市民 セン タ ー 中金杉２丁目159 番地の２ (4  3)3  1 9  1

⑩松飛 台市 民 セン タ ー 松飛台210番地の２ (８６)６０００

⑩二十世紀が丘市民センター 二十世紀が丘中松叨２番地 (９２)フ０２つ

⑩八 柱 市 民 セ ン タ ー 牧の原１丁目 句3番地の６ (88)3570

松戸の市民センター一覧

こちらはながいき室。ご自由 にどう ぞ

健康第一。いい汗かいてます

市民
センターは

ふ
れ
あ
い
の
場



広報まつど第６９９号

住
民
税
は
、
給
与
所
得

や
事
業
所
得
な
ど
の
所
得

か
ら
医
療
費
控
除
や
扶
養

控
除
な
ど
の
所
得
控
除
額

を
差
し
引
き
、
税
率
を
乗

じ
て
計
算
し
ま
す
。

事
業
主
の
家
族
が
事
業

に
従
事
し
給
与
を
支
払
う

場
合
、
そ
の
給
与
を
事
業

主
の
必
要
経
費
に
算
入
で

き
ま
す
。

サ
ラ
リ
ー
マ
ン
に
も
特

定
の
場
合
だ
け
旅
費
や
研

究
費
な
ど
の
控
除
が
認
め

ら
れ
る
制
度
が
新
設
さ
れ

ま
し
た
。

市
政
を
支
え
る
住
民
税

医
療
費
控
除

自
分
自
身
や
家
族
な
ど
生
計
を

と
も
に
す
る
人
の
た
め
に
支
出
し

た
診
療
費
・
治
療
代
、
通
院
・
入

院
の
た
め
の
交
通
費
、
入
院
中
の

食
事
代
・
部
屋
代
、
付
添
人
の
報

酬
な
ど
が
、
十
万
円
（
所
得
が
二

百
万
円
以
下
の
大
は
、
所
得
の
五

％
を
超
え
た
分
か
ら
二
百
万
円

ま
で
の
金
額
を
医
療
費
控
除
の
対

象
と
し
て
控
除
で
き
ま
す
。

美
容
整
形
や
健
康
増
進
の
た
め

の
薬
代
な
ど
は
、
控
除
の
対
象
に

は
な
り
ま
せ
ん
。

事
業
専
従
者
給
与
の

必
要
経
費
算
入

事
業
か
竡
め
て
そ
の
事
業
を
家

族
の
人
が
手
伝
う
ふ
つ
な
場
合
に

は
、
配
偶
者
に
つ
い
て
は
六
十
万

円
、
そ
の
ほ
か
の
家
族
に
つ
い
て

は
四
十
五
万
円
を
事
業
主
の
所
得

か
ら
必
要
経
費
と
し
て
控
除
で
き

毒
了
。

サ
ラ
リ
ー
マ
ン
に
対
す
る

特
定
支
出
控
除

従
来
、
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
に
は
、

給
与
所
得
控
除
の
ほ
か
一
切
の
必

褻
経
費
は
認
め
ら
れ
て
い
ま
せ
ん

で
し
た
。

し

か
し
、
昭
和
六

十
三
年
分
の

所
得
か
ら
、

勤
務

・
職
務
の

遂
行

に
支
出
し
た

費
用
の

う
ち
そ
の

人

の
職
務
に
照
ら
し
て

通
常
必
要

で

あ
る
と
認
め
ら
れ

る
も
の

（
通
勤

費
、
研
修
費
な
ど
）
を

控
除
で

き

る
ぶ
つ
に
な
り
ま
し
た

。

こ
の
特
例
を
受
け

る
た
め
に

は

確
定
申
告
が
必
要
で
、

年
末

調
整

で

は
受
け
ら
れ
ま
せ
ん

。

ア

ル

バ

イ

ト

等

で

所

得

税

を

源

泉

徴

収

さ

れ

た

と

き

ア
ル

バ
イ
ト
な
ど
で
給
与
を

も

ら

っ
た
時
、
所
得
税
が
天
引
き

さ

れ
て
い

る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

所
得
税
は
、
「
現
年
課
税
方

式
」

か
採

用
し
て
い
る
た
め
、

一
定
の

市・県民 税 額計 算

課税標準額＝所得金額一所得控除額

市民税額＝所得割額く課税標準額×

県民税額二所得割額（ 課税標準額×

割
合
で
源
泉
徴
収
さ
れ
て
し
ま
う

の
で
す
。

実
際
計
算
し
て
み
て
、
非
課
税

と
な
る
場
合
な
ど
に
は
、
磴
定
申

告
寧

八

ば
所
得
税
が
還
付
さ
れ

ま
す
。

住
宅
取
得
特
別
控
除

居
住
用
家
屋
を
新
・
増
改

築
し

、

民
間
の
金
融
機
関
や
住
宅

金
融
公

疸
な
歸
か

ら
融

資
を
受
け

、
⑩

之

期
聞
か
十
年
以
上
に
渡

っ
て

返
済

す
る
時
は
、
五
年
間
の

各
年
分
の

所
得
税
か
亘

定
の
方
式
で

計
算

し

た
住
宅
取
得
特
別

控
除
額
か
薤

市民会館ホール

期日 内　　　容 開演時間

12(日)

藤山会

日本舞踊

おさらい会

10:00

3/4C土)

奏朱会東葛地区

｢スプＵンブ

コンサート｣☆

18 : 30

５旧）
旭扇会
｢舞踊発表会｣

11 : 00

市民文化祭から

市　民　劇　場

期日 内　　　容 開演時間

5(E])詩吟・
剣舞発表会

１０ ： ３０

11(±)ピアノ発表会 １５ ： ００

12旧）
民謡発表会
(民謡泯踊･力うｵヶ)

１０二10

15(水) 名ｲ乍映画会
｢ローマの休日｣

2:00

18(士) 定期演奏会 18 : 30

19旧）
ピフフノと
バイオＵンの

発表会
11 : 00

25(土)立川談志独演会☆18 : 30

28(火)
市民のための
生涯学習の集い

１３ ： ３０

3/3c 音楽会 １８ ： ００

４(土) 室内楽の調べ☆ 3:00

５旧）ピアノ発表会 １０ ： ００

※市民会館・市民劇場とも、休館日は月曜日です。

☆印のついている催し物は有料てす。

【〉詳細…市民会館登68-1237 ～8番､市民劇場昔68－0070番

力 作がずらり

ま
つ
ど
の
歴
史

小
金
城
主

高
城
氏
　

⑦

寛

正

元

年

（
一

四

六

〇

年

）

に

栗

ヶ
沢

に

所

領

を

得
て

移

住

し

た

高

城

氏

は

、

同

所

南

若

芝

丘

に

館
を

構
夕

ま

す

。
ま

た

、
同

三

年

に

は

高

城

胤

忠

が

根

木

内

に

本

格

的

な

城

を

築

き

、

こ

こ

を

根

拠

地

と

し

ま

す

。

郡

誌

に

は

、

こ

の

年

胤

忠

の

長

男

胤

廣

が
栗

。
沢

に

菩

提

寺

曹
廻

尚

徳

寺

を

建

立
し

た

と

あ

り

ま

す

。

す

ぐ

北

隣

り

の

流
山

市

名

鄒

佶

に

も

同

宗

廣
寿

寺

と

い

う

、

寺

号

に
「
閇

」
を

付

け

た

高
城

氏

と

密

接

な

関

係

を

有

す

る

寺

が
あ

る
の

で

、
胤

廣

と

関

連

が

あ

る

も

の

と

考
え

ら

れ

ま

す

。

高

城

氏

の

根

木

内

城

居

住

時

代

は

下

総

国

、

武

蔵
国

は

戦
乱

に

明

愆

谷

れ

た

混

乱

の

続
い

た

時
代

で

あ

っ

た

の

で

、

高

城

氏

も
大

変
苦

労
し

た

時

期

で

あ

っ
た

と

思

わ

れ

毒

了

。

例

え

ば

文

明

十

年

二

四

七

八

年

羊

二

月

十

日

の

千

葉

孝

胤

と

太

田

道

胙
の

有

名

な

逆

井

根

の

合

戦

（

戦
国

時

代
の

関

東

に

お

け

る

三

大

合

戦
の

一
つ

）

か

お

り

ま

す

が

、

同

地

は

根
木

内

城

と

指

呼

の

間

に

あ

る
こ

と

か

ら

、

高

城

氏

も

圭

だ

道

㈹
の

攻

撃

を
受

け

た

か

も

知

れ

ま

せ

ん

。

永
正

十

四

年

二

五

一

七

年

）
、
あ

る
い

は

大

永

七

年

二

五

二

七

年

）
と

も
い

か

れ

る

小

弓

城

の

戦

い

（
千

葉

市

生

実

）
で

は

、
高

城

越

前

胤

廣

と

胤

正

の

親
子

が

原

次

郎

の

援

軍

と

し

て

籠

城
し
て

お
り
、共
に
討

ち
死
に
し

ま
す

。
そ
の
ほ

か
本
土
寺
過
去
帳

に
よ

る
と
、
文
明
か
ら
大
永

二

四
六
九

年
上

五
二
八
年
）
に
か

け
て
の

約
五
十
年
間
に
こ
の
地
方

で
は

多
く
の
小

争
い
と
か
討
ち
死

に
が
記
録

さ
れ
て

い
ま
す
。

小

金

城

時
代

の

高

城

氏

兄
の
胤
廣
に
代
わ
っ
て
高
城
家

を

継
い
だ
弟
の
胤

吉
は

、
根
本
内
城

が
手
狭
と
な

っ
た
の
で

家
臣
の
阿
彦

丹

後
入
道
浄
意
に

縄
張

り

（
設
計
工

事
）
さ
せ
て

吉

言

の
地
に

小
金
城
を

築

か
せ
ま
し
た

。
工
事
は

享
禄
三
年

（
亘

三
〇
年
）
か
ら
始

ま
っ
て

、
七

年

後
の
天
文
六
年
二

五
三
七
年
）
九

月

に
完
成
し
ま
し
た
。
出

来
上

が
っ

た

小

笠
城
は
、
人
々
か
ら
「
開
花
城
」

と
呼
ば
れ
た
そ
う
で
す

。

城
の
面
積
は
約
四
十
九
言
に

血
及

ぶ
広
大
な
も
の
で
、
東
方

向
現

在
の

慶
林
寺
付
近
に
大
手
口
を
設
け

、
貝

（
東
北
）
に
達
磨
口
、
北
に
金
杉
口
、
西

側
に

横
須
賀
口
、
南
側
に
大
谷

口
を

設
け

、
達
磨
口
向
か
い
の
殿
平
賀
台

地
に

は
家
老
な
ど
の
重
臣

達
を
住
ま

わ
せ

、
横
須
賀
口
西
側
城
外
に
は
そ

の

他
の

家
臣
達
を
住

ま
わ
せ
ま
し
た
。

城
の

重
要
施
設
は
南
西
部
に
あ

っ

て

、
南
西
端
に

本
城
、
北
隣
り
に
中

城
、
馬
屋

敷
な
芦
が

配
さ
れ
、
周
囲

に
は
深

さ
二
十
討
、
幅
三
十
び
ク
ラ

ス
の

雄
大

な
空
堀
が
い
た
る
と
こ
ろ

に
巡
ら
さ

れ
て
い

ま
し

た
。
堀
に
面

し
た
台
地
上
に

は
一
上

戸

の
土
塁

と
、
土
塁

が
屈
曲
す
る
郭
の
隅
々
に

は
更
に

一
段

と
数
砠

咼
く
割
合
に
広

い
基
壇
が
設
け
ら
れ

、
望
穡

様
の
施

設
が
設
け
陬

れ
て
い
た
よ

う
で

す
。

（
参
考

資
料

・
松
下
邦
夫

著
「
松

戸
の
歴

史
案
内
」
）

公園になっ ている達磨口 跡

市民会館ホール

市民劇場　今月のおもな催し物
べんりな

豆知識

し
引
く
こ
と
が
で
き
ま
す
。

こ
の
制
度
は
所
得
税
だ
け
で
住

民
税
は
該
当
し
ま
せ
ん
。

以
上
王
な
所
得
控
除
や
税
額
控

除
な
ど
を
掲
げ
て
み
ま
し
た
が
、

い
ず
れ
も
一
定
の
条
件
が
あ
り
ま

す
。な

お
、
所
得
税
に
つ
い
て
は
税

務
署
に
お
問
い
合
わ
せ
下
さ
い
。

マ
詳
細
＝・
市
民
税
課

和名ヶ谷小６年

石井美由紀さん

冬
休

み
の
間
中

ず
１

つ
と

練
習

し
て

だ
け
れ
ど
、

あ
ん
ま
り

う
ま

く
書

け
な
ご
っ

た
の

で
自
信

は
あ

り
ま
せ

ん
で
し

た
。

市
長

賞
を

も
ら

え
る
な
ん
て

思

っ
て

も
い

な
か
っ

た
し
、
な

ん
だ

か
自
分
の
こ

と
じ
ゃ

な
い
み

た
い

で
す
。

こ
れ
を

機
会
に
、

も
う
少
し
頑

張
り
た
い

な
っ

て
思
っ
て

い

ま
す
。

新春を書き初めた1175

点 小中学校

書き初め展

新春を飾る小中学校

書き初め展が、１月17

日～22日まで文化ホー

ルギャラリーで開催さ

れました。

力作ばかりの出展作

品は1175点。

今回は、一人ひとり

の個性が出た作品が多

く選ばれ、展示されて

いました。

＼ 課税 標準額 税率 速算控除 額

市

民

税

120万円以下の金額 3 ％ O円

500万円　　ﾉﾉ 8 ％ 60,000 円

500万円を超える金額 捫％ 210,000円

県
民
税

500万円以下の金額 2 ％ O円

500万円を超える金額 4 ％ 100,000 円



平成元年２月５日広報まつど

歯槽膿漏しそうのうろうの治療法

適
切
な
歯
ブ
ラ
シ
に
よ

る
歯

垢
お
と
し
と
、
歯
ぐ
き
の
マ
ッ

サ
ー
ジ
、
歯
石
を
と

っ
て

も
ら

う
こ

と
が
相
握

以

上
に
大
き
な

効
果

を
も
た
ら
し
て

く
れ
ま
す
。

長
年

悩
ん

だ
歯
槽
膿
漏
が
治
る

こ
と

も
多
い
の
で

す
。

何

気
な
く

行
っ
て
い

る
歯
み

が
き

も
、
効
果
の

あ
が
る
方
法

を
考
え
て

も
ら

っ
て

や
り
ま
す

と
、
立
派
な

治
療

法
と
な
り
ま

す
。歯

科
医

院
で
は

、
經
い

場
合

は
歯
み
が
き

ブ

ラ

ッ
シ
ン

グ

の
適
切
な
や
り
方
を

指
導
し

、

歯
石
を
と
り
、
口
中
を

清
潔
に

保
つ

ぶ

つ
処
置
し
ま
す

。

症
状
が
進
ん
で
い

る
場
合

は
、

歯
ぐ
き
を
切
り
と

っ
て
病

巣
を

取
り
除
い
た
り
、
歯
ぐ
き
を

開

い
て

中
の
病
巣
を
き
れ
い
に
す

る
手

術
な
歸
か

行
わ
れ
て
い

ま

す
。

ほ
か
に
も
症
状
に
応
じ
て
、

い
ろ
い
ろ
な
処
置
法
が
行
わ
れ

て
い

ま
す
が
、
い
ず
れ
に
し
て

も
正
し
い
ブ
ラ
ッ
シ
ン
グ
が
励

行
さ
れ
な
け
れ
ば
、
一
時
的
に

完
治
し
て
も
、
再
発
の
恐
れ
は

十
分
あ
る
と
い
う
の
が
歯
槽
膿

漏
の
特
徴
で
す
。

定
期
的
に
歯
科
医
院
で
健

診

を
う
け

効
率
よ
く

ブ
ラ

ッ
シ
ン

グ
が
出
来
て

い
る
か
ど
う
か
、

チ

エ
″
ク
を
受
け
る
の
が
再
発

を

防
ぐ
一
番
い

い
方
法
と
な
り

ま
す

。

（
松
戸
歯
科
医
師
会
）

松

谷
　

陽

子

渡

辺

真
理
子

及

川

律

子

会
場

が
た
く
さ
ん
の
人
で
あ
ふ
れ
て
い
た
の

で
び
つ

く
り
し
ま
し
た
。

成
人
式

を
迎
え

、
こ

れ
が
ら
大
人
と
し
て
扱

わ

れ
る
わ
け
で

す
が
、
あ
ま
り
実
感
は

あ
り

ま

せ
ん

。

＝
肩

に
は

県
知

事
選
が
あ
り
ま
す
が
、
棄

権

を
し
な
い
で

初
め
て
の

投
票
を
大
切
回
し
た
い

と
思
い

ま
す
。

晴れて大人の仲間入り(写真上は熱弁を振るう高島氏)

サ
ー
ク
ル
会
員
募
集

丹

草

書

道

会

丗
時
…

毎
週
火

曜
日

言

三
回
）
、

午
前

十
時
～

午
竺

時

石

？

・
古

ヶ
畸
市
民

セ
ン

タ
ー

賀
用
＝
・
月
三
千
円

久

会
金
千
円
）

評
細
・：

松
本
音
6
2
卜
4
4
5
9

番

組

紐

・

ま

ゆ

の

会

］
」
時
…

毎

月

第

一
～

第

三

木

曜

日

、
午
前
十
時
～
正
午

苜

で

矢
切
公
民
館

貲
用
…

月
二
千
五
百
円

（
入
会
金

な
し
）

詳
細
…

成
田
黛

叩
2
4
8
3

番

き

も

の

サ

ー

ク

ル

日
時
＝
・
毎
週
火
・

木
曜
日

、
午
後

六
時
～
九
時

詣

で

婦
人
会

館

費
用
＝
・
月
千
円

（
入
会
金
な
し

）

詳
細
・・・
桂
下
？

ヤ
8
8
1
8

番

青

水

会
（

書

道

）
、

日

時
こ
・
毎
週
水
曜
日
、
午
箜
（

時

～

九
時

会
帶
：

婦
人
会
館

費
用
・
＝
月
三
壬

一
百
円

（
入
会

金

な
し

）

詳
細
…

増
田
黛

￥
8
5
4
9

番

梨

香

木

彫

サ

ー

ク

ル

日
時
…

①
毎
週

火
曜
日
（
月
三
回

）

②
毎
週
金

曜
日

月

三
回
）
、
午
前

十
時
～

午
後
零

時
三
十
分

会
場
・
＝
①
稔
台
市
民
セ
ン
タ
ー
②

婦
人

会
館

費
甲

・
月
二
千
五
百
円

（
入
会
金

二

千
五
百
円
）

詳
細
・：
豊

福
？

…
T
3
2
6
3

番

こ

が

ね

虫

サ

ー

ク

ル

（

フ

ォ

ー

ク

ギ

タ

ー

）

日
時
二

毋
週

木
曜
日

、
午
箜
（

時

三
十
分
～
九
時
　
　
　

＼

・
会

場
＝
小

金
市
民
セ
ン
タ
ー

杤

用
・
＝
月
三
千
五
百

円

久

会
金

な
し

）

’詳
細
・
＝
安
田
町

韵
匚
3
5
4
0

番

一
ユ
ー

五

香

ダ

ン

ス

サ

ー

ク

ル

四
時
・・
・
】斑
週

金

曜
日

、

午

箜

（

時

一

九

時

笞

で

五

香

市

民

セ

ン

タ

ー

賀
用

…

月

千

五

百

円

［
入

会

金

千

巴評
細
・
＝
桑

原
？

釘
レ

フ

０

３

０

番

ジ

ャ

ズ

ダ

ン

ス

サ

ー

ク

ル

］
】
時

＝
・
毎

週

水

曜
日

、

午

後

七

時

～

九

時

苙
帶

＝
婦

人

会

館

ホ

ー
ル

費
用

…

月

三

千

五
百

円

（
入

会

金

な

し

）

詳

細
：

右

上

容

叩

に
1
9
7
7

番

自

彊

術

体

操

教

室

日

時
・
＝
①

毎

週

土

曜
日

、

午

後

二

時

～

四

時

②
毎

週

火

曜
日

、

午

後

一
時

三

十

分

～

四

時

会

場

Ｅ

①
小

金

市

民

セ

ン

タ

ー

②

常

盤
平

会

館

費

用

＝
鉤

二

千

円

入

会

金

二

千

円

詳

細
・：

江

川

只

ｙ
3
3
4
6

番

箏

曲

サ

ー

ク

ル

ふ

よ

う

会

日

時

＝
・
毎

週

木

曜

日

月

三

回

）
、

午

後

一

時

三

十

分

～

五

時

会

場

…

矢

切

公

民

館

費

用

＝
・
月

三

千

五

百

円

（
入

会
金

三

千

円

）

詳

細
・：

小

泉

？
4
.
1匚
1
7
5
2

番

現

代

短

歌

（

燧

の

会

）

日

時
・・
・
毎

月

第

四

日

曜
日

、

午

後

一
時

～

四

時

会

帶

＝
市

民

会

館

費
用
・
上

回

七
百

円

詳

細
：

産

々
亠

芯
T
6
0
8
1

番新

松

戸

気

功

・

太

極

挙

日

時
・
＝
毎

週

土

曜

日

、

午

前

十

時

～
正

午

・
会

帶

：

新

松

戸

市

民

セ

ン

タ

ー

杤

用

…

月

二

千

五

百

円

久

会

金

三

千

円

）

面

細

…

松

藻

芯

掣
2
3
5
8

番

壺
宮
華
道
研
究
会

美しい花に夢中です

壺

宮
華
道
研
究
会
は
、
成
人
学

校
の

卒
業
生
を
中
心
に
昭
和
五
十

七

年
の

十
月
に

作
ら
れ
た
生
け
花

の

サ
ー
ク
ル
で

す
。

現
在
会

員
は
四

十
八
人
で

、
週

一
回
木

曜
日

、
午
前
・
午
後
の
二

回
に
分
か
れ
て

、
市

民
会
館
の
教

室
か
莉

用
し
て
活
動
し
て
い

ま
す
。

会
の
名
前
の
由
来
は

、
生
け

花

の
流
派
か
ら
き
て
い
ま
す

。・

会
員
の
み
な
さ
ん
は

、
剣
山
に

生
け
る
盛
り
花
を
は
じ

め
、
床
の

間
に

飾
る
生
花
、
洋
間
に
飾

る
洋

花
な
ど
を
習
い
な
が
ら
、
四
季
折

折
の
花
に
親
し
ん
で
い
ま
す
。

基
礎
が
で

ヱ

が
る
と
、
自
分

の
思
う
ぶ
っ
に
生
け
る
創
作
に
入

り
ま
す
。

同
混

化
を
使
っ
て
も
、
生
け
る

人
の
技
術
、
感
性
に
よ
っ
て
、
花

の
持
つ
表
情
が
違
っ
て
き
ま
す
。

そ
れ
だ
け
に
、
自
分
の
作
品
は

い
と
お
し
く
思
え
て
く
る
と
い
い

ま
す
。

自
分
の
イ
メ
ー
ジ
ど
お
り
に
、

花
を
生
け
ら
れ
る
ぶ
つ
に
な
っ
て

く
る
こ
ろ
に
は
、
す
っ
か
り
花
の

魅
力
に
取
り
つ
か
れ
て
し
ま
い
ま

す
。会

員
の
み
な
さ
ん
は
、
と
に
か

く
花
が
好
き
な
人
ば
か
り
で
す
。

美
し
い
花
が
い
っ
ぱ
い
の
教
室

は
、
と
て
も
な
ご
や
か
な
雰
囲
気

で
し
た
。

サーク
ル

大
橋

増

測

と

も

い

で

生
け
花
を
習
う
の

は
初
め
て
、

と
い
う
人
が
多
か
っ
た
の

で
、
最

初
の
こ
ろ
は
ハ

サ
ミ
を

持
つ
手

が

震
え

て
し
ま
う
人
も
い
た
り
し

ま

し

た
。

で

も
、
花
を
美
し
く
生
け
ら
れ

乏
時
に

は
、
と
て

も
感
動
し
ま
す

。

近
所
に
七

十
五
歳
に
な
る
お
年

寄
り
が
い

ら
っ

し
や
る
の
で
す
が
、

花
を
生

け
て
さ
し
上
げ
る
と
、
と

て
も
喜
ば

れ
て
い

ま
す
。

マ
連

絡
先
Ｅ

橋
本
？

叨
卜
５
３
４

１
番

平成人誕生

市民会館に若さ充満

平成になって初めての成人式が、今年も1月

15日（日）に市民会館で２回に分けて行われま

した。

この元年に、市内で成人式を迎えた人は

8,137人（男性4,207人・女性3,930人）。その

うち半数以上の4,472人が市民会館での成人

式に参加し、会場は若さと熱気でムンムン ／

俳優の高島忠夫氏の「成人にむけて」の記

念講演会も行われ、振り袖姿のお嬢さんも熱

心に閧き入っていました。

松
戸
新
田

上
本
郷

まちの話題をお知らせ下さい。

ハイ・こちら内線60

0番
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はたちの講座

市 民 講 座

「室内楽の調べ」コンサート

【〉日 時… ３ 月４ 日(土) 午 後 ３時

か ら

c〉会 場…市 民劇 場

c〉演奏 … ニュ ーフ ィル オーケ ス

ト ラ 千 葉( バ イ オ リ ン ＝ 本

庄篤 子 、 クラ リネ ット＝平 野

吉 彦、 オー ボエ ＝改 田晃)

E〉曲目 … モー ツァ ルト｢ デ ィヴ

ェ ルテ イメント ニ長調 、 セレ

ナ ーデ 第 ６番二長 調｣､ ワ ー ク

ナ ー｢ クラ リ ネット と弦 楽の

ための ア ダージ ョ｣ ほか

E〉費用 …1000 円( 前 売800 円)､ 全

席 自由 席( チケ ット 販売は 社

会 教育課 で)

r〉詳 細 …(財) 松 戸 市文化 振興 財

団2564 ―9191 番

新春陶芸一日教室

[〉日 時…2 月26 日～3月13 日の日･

月、水･金 曜 日､午 前 の部＝9 時

30 分 ～11 時30 分、午 後 の部＝二

２時 ～４時( い ず れか 都合 の

よ い 日１ 回)

E〉会場 … 陶松( 国保松 戸市 立病

院裹)

E〉費用 …500 円( 陶土 、焼 代別)

l〉申込 み …電 話 で縄文 土 器を作

る 会 ・小 堀Q68 ―7726 番へ

家庭婦人バレーボール大会

E〉日 時… ２月26 日 、３ 月５ 日の

各 日曜 日、午 前８ 時30 分か ら

r〉会 場… 運動 公 園体育 館

【〉対象 … 家 庭婦 人バレ ー ボー ル

連 盟登 録 チー ム

E〉費 用…1 チ ー ム1,000 円

【〉代 表者 会 議… ２月10 日(金) 午

後 １時 から 運動 公 園武道 館 会

議 室 で

[〉詳細 … 松戸 市家 庭婦 人 スポ ー

ツ連盟 ・加 賀S44 ―1003 番

初心者硬式テニス教室

E〉日時…２月９日～３月30日の

毎造木曜日、午前９時30分・

11時30分、午後１時30分から

[〉会場…栗ケ沢公園庭球場

【〉対象…市内在住の人

E〉費用…4,000円

[〉申込み…往復ハガキに住所・

氏名･定話番号づ引言用あて名

を記入して、〒270 松戸市小

金原1  ― 2 ― 1松戸市テニス

|烏会・平本皓弌(S43 ―1994

番) へ

バドミントン教室

l〉日 時 … ２ 川12 日～26 日 の毎週

日曜 日 、 午 前９時 ～正 午

E〉会場 …高 木 第二 小学 校体 育 館

l〉対 象‥･一 般 市民( 初心 者)

|≫申 込 み… 当[i 会場 で

|≫費 用 …無 料

※士丿撹き用運 動靴･ 川 眄持 参( ラ

ケ ットの 盲 目1 比 有 り)

t〉詳 細… 体育 指 導 委貝 ・菊 地容

87  ―1565 番

野鳥観察会（江戸川）

C〉日 時… ２月19 日( 日)午 前 ８時

松 戸駅 東 ロデ ッ キ上集 合 、午

前11時 現 地解散

1〉場 所… 江 戸川 河川 敷( 栄 町 西

４丁 目・主 水新 田)

【〉内容 … 冬鳥 全般( カ モ類 ・カ

モメほ か)

【〉持ち 物 … 筆記具 ・ 観察用 具 ・

防 寒具

【〉申込 み …電 話 で公 園緑地 課小

鳥 を呼 ぶ 係へ

サークルオブマザー

母親のための講座

｢子供のやる気を

どう引き出すか／｣

期日 時　 間 会　　 場

2/12

(日)

午前匐眄

～ 正午
桾台市民センタ ー

午後１時

30分

？

３ 時

大 金平 松本清会館

19(日) 古ヶ吩市民センター

26(日)
松戸駅 西口

第一 珠算学校

|〉詳細…狩野364-7536 番

仏教セミナー｢親鸞と歉異抄｣

l〉日 時 … ２月18 日 、３ 月11 日、

４月22 日の 各土 曜 日、 午後 ６

時30 分 ～ ９時

[〉会 場… 明市 民 セン ター

r〉費 用… 資料 代300 円

E〉定員 … 先着30 人

【〉申込 み… 電 話 で仏教 壮年 会 ・

菅 原068 ―7456 番へ

松戸史談会

柴又七福神と史跡めぐり

E〉日時…２月11囗(祝)午後１時

柴又駅前集合〔雨天の場合は

12日〔凵に 延回〕

r〉コース…柴又駅前一八幡神社

(史跡)一良観寺(宝袋尊)一真

勝寺( 弁財天・史跡五智如来

石像)一題経寺( 毘沙門天)一

万福寺(福禄寿)―宝生院( 大

黒天)一溺死者供養碑( 史跡)

―医王寺( 恵比寿天・史跡そ

ば地蔵石像)‐ 源照寺( 史跡

山田検校の墓) 一観蔵寺( 寿

老人) 一高砂駅前(約5 km･徙

歩約３時間30分)

E〉費用…資れ代300円

E〉申込み…当日集合場所で

C〉詳細…神尾登41―2458番( 午

後のみ)

名 作 映 画 会

「ロ ーマ の 休 日 」

E〉日 時 … ２月15 日( 水)午 後 ２時

から

【〉会場 …市 民劇 場

【〉費 用 …無料

【〉詳 細…( 財) 松 戸市文 化 振興財

団 公64 ―9191 番

国道６号線の夜景(八ヶ 畸交差点 から小金方向を望む)

松戸 スウィングセピア

ビッグバンドコンサート

[〉日時…２月18日(土)午後６時

開場、６時30分開演　　　 ゛

[〉会場…市民劇場

[〉費用…入場料500円

l〉詳細…深野S87 ―4095番( 夜

剛

矢切公民館合同音楽祭

E〉日 時 … ２月19 日(日)午 後 Ｏ時

30分開 演、 ４時 終演

E〉会場 … 矢切 公民 館 ４隋 ホール

【〉内容 …矢 切 公民 館利 用の 音楽

サ ー クルに よる 合同音 楽 祭

【〉費 用 …無 料

【〉詳 細 …矢切 公民館068 ―1241

内線44 番

r〉日 時 … ２月17 日(金)･22 囗(水)、

３ 月３ 囗(金) の計 ３回 、午 後

６時30 分 ～ ９時

【〉会 場 …勤 労会 館 ホール

【〉対 象 …新 成 人・一般 青年 男女

c〉内 容… ①音 楽 と青年 交 流会②

青 春 ・後悔 し ない で生 きるに

は

r〉定 員… 先着100 人

r〉申 込み …電 話 で社 会教育 課青

少年婦 人係 へ

l〉日時…２月９日(木)午前10時

～正午

E〉会場…婦人会館ホール

[〉テーマ…私と作品―作品を通

して見る児童文学の今－

E〉講師…児童文学者・砂田弘氏

E〉対象…一般市民70人

l〉費用…無料

E〉詳細…市立図書館容65―5115

番

オストメイト（人工肛門ｉ

人工膀胱造設者）

社会適応訓練講習会

【〉日 時… ２ 月26 日(日) 午後 １時

か ら

l〉会 場… 衛生 会 館

【〉対象 … 人工 肛 門 、人工 膀 胱 造

設者 など

E〉内容 …｢ スト マ のケア につ い

て｣ の 講演 ・ ストマ などに 関

す る相 談

E〉詳 細… 日本 オスト ミー 協 会千

葉 県支 部・ 福山Q0472 ―22 ―

0111 番

愛　の　 献　血

期日 場　 所 時　 間 主　 催

2/12(日)

ダ イエ ー

新松戸 店

前

午前10時
Ｓ

午後４ 時

松戸柬ラ

イオンズ

クラブ

【〉詳 細 …健沛ぶ二理 課業 務 係

●市役所(66)1111# 常盤平支所(87)2131

●小金支所(41) 5101 ･ 小金原支所(44)4151

●六実支所(85)0113R 馬橋支所(45)2131

●新松戸支所(43)5111 ･ 矢切支所(62)3181

●東部支所(92)3061

市民テニス大会(シングルス)

1〉期日 …予 選 ＝(一 般 男子) ３ 月

26[]､4 月２日･9 日( 一 般 女子)

４月９日 、５月14 日、本 戦 二(壮

年 男55 歳 ・45歳 以上 、 同女50

歳・40 歳以 上) ４ 月 ９日 、５

月14 日( 一般 男女) ５ 月21 日

の 各日曜[]

E〉会場 … 栗 ケ沢公 圜庭球場 ば か

E〉対象 … 市内 在住 の 人

E〉費用 … １ 人1,500 円

E〉申込 み… ３ 月４ 日(土)〔必 着〕

ま でに所 定の 申込用紙で〒270

松戸 市新 松戸6 －69 サン ラ イ

トパ ス 】ヽラ ル弐 番街 Ａ ―909

竹内 実(Q44 ―0356 番) へ

・ 大会 要綱 は返 信用 封 筒(60 円

切 手 貼付) を同封 し て請求 し

て下 さい。

野球場利用チームは

登録申請を

連動 公園野 球場 （二ll・ 日・ 祝

日 ・ナ イ ター 分 ）と古 ヶ畸 野球

場 凵シ 囗・祝 日分 ）は 、 公開

抽選 に より決 定し ま すの で、チ

ー ムを登 録し て下 さい 。

【〉申込 み … ２月 ５日（ 囗）～25 囗

（土 ）の午 前 ９時 から午 後 ４時

まで市民 スポーツセン ター（ 川

曜日 を除 く063  ―9241 番 ）ま

たは 社会 体育 課管理 係（土 ・

日・ 祝 日を除 く ）へ

健康体操指導者実技講習会

l〉日 時 … ２月18 日～ ３月 ４日の

毎週 土曜 日、午 後１時 ～ ３時

【〉会場 …運 動 公園小 体育 室

【〉対象 …指 導 をし てい る人お よ

び 指導 者 を目指している人(スポ

ーツ障害保険に加 入している人)

E〉種目… リ ズム運動･ 手 具運 動 ・

レ クリエ ー ショ ンほ か

【〉費 用… 無 料

E〉申 込み …電 話 で ２月10 日( 金)

までに 社 会体 育課 指導 係へ

雪に親しむ会(スキー)

【〉日 時 …3月25日(土)～28日(火)、

25 日午後 ９時30 分 松戸 伊勢 丹

前広場 に 集合

【〉場 所 …山 形県 蔵王 ス キー場

E〉費 用… 大 人32,000 円､子 供( 中

学 生 まで ・小 学校 ４年 生以上

は1 人での 参加 も可)30,000 円

阡iﾐ復 バ ス代 ・宿汀けい 傷害

保険 代 を含 む)

E〉詳細 … 松戸市 スキー辿ｗ･ 高橋

S62 ―1800 番

運動公園体育施設臨時休館

運動公園体育施設は、館内整

悁のため、２月14日(火)は臨時

休館します。

E〉詳細…運動公園内市民スポー

ツセンター登63―9241番

市民バドミントン

冬季ダブルス大会

1〉日 時 … ２ 月19 日( 日) 午 前 ９時

～ 午 後 ５ 時

【〉会 場 … 運 動 公 園 体 育 館

【〉対 象 … 市 内 在 住 ・ 在 勤 ・ 在 学

の 人

【〉費 用 ‥･|嶌会 登 録 者1 人1,200 円 、

未 登 録 者 １ 人1,500 円

【〉種 目 … 男 子 １ ～ ４ 部 、 女 子 １

～ ４ 部

【〉申 込 み …2 月10 日( 金) 必 着 で 、

ハ ガ キ に ク ラ ブ 名 を 記 入 匸

〒270 松 戸 市 中 和 貪304 － 8 松

戸 市 バ ド ミ ン ト ン|泓会 ・ 長 谷

川 俊 夫(S41-7925 番) へ

スキーツアー教室

l〉期 日 …3 川12日(日)～Ｍ[|( 火)

羽田 空港 集合

E〉場所 … 八甲日｣山

1〉対 象 …18 歳以 上の 市民

E〉定 員 …先 着20 人

【〉費 用…33,800 円 〔往 復飛 行 機

代・宿 泊費(4 食付)･ 保険 代〕

l〉詳 細… 松戸 市 山岳 協会 ・高 橋

2562 ―1800 番

救 急 医 療 体 制　　 健 康 保 険 証 を 忘 れ ず に ／

◆夜間急病診療所( 毎日)･午後8時～11時衛生会館内　　S68-3Z56 番

◆待機病院( 毎日)･午後5時～ 午前9時テレ ホンサービ ス　容6H010 番

◆緊急休日在宅当直医･午前9時～午後5時ﾃﾚﾎﾝｻｰ ﾋﾞｽ　　S6H010 番

◆休日 歯科診療所・午前9時～正午　衛生会館内　　　　 容6H430 番

もよお
しもの

スポーツ

おしらせ

ほけん

えいせい


	page1
	page2
	page3
	page4
	page5
	page6
	page7

